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ご 挨 拶
水
野
会
長
を
は
じ
め
一
般
社
団
法
人
北
九

州
緑
化
協
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
公
園

緑
地
の
維
持
・
管
理
や
、「
都
市
緑
化
祭
で

の
イ
ベ
ン
ト
実
施
」、「
到
津
の
森
公
園
で
の

園
内
整
備
」、「
姉
妹
都
市
タ
コ
マ
市
の
日
本

庭
園
の
設
計
協
力
」
な
ど
、
本
市
の
環
境
緑

化
の
推
進
及
び
国
際
交
流
に
多
大
な
ご
尽
力

を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
７
月
に
、
官
営
八
幡
製
鐵
所
関
連
施

設
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
本
市
は

「
世
界
遺
産
の
あ
る
街
」
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
「
国
家
戦
略
特
区
」
に
指
定
さ
れ
る

と
と
も
に
、
す
で
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
グ

リ
ー
ン
ア
ジ
ア
国
際
戦
略
総
合
特
区
」
の
継

続
が
決
ま
る
な
ど
、
国
と
共
に
日
本
の
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
新
し
い
第
一
歩
を
踏
み

出
せ
る
環
境
が
整
い
ま
し
た
。

今
年
は
、「
元
気
発
進
！
北
九
州
」
プ
ラ

ン
や
「
北
九
州
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
き
、
本
市
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
活
か
し
た
産
業
振
興
を
推
進
し
、

女
性
や
若
者
か
ら
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
ま

で
、
あ
ら
ゆ
る
年
代
の
方
々
が
活
躍
し
、
人

を
呼
び
込
む
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

　
　
新
年
度
を
迎
え
て

新
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
ご
挨
拶

を
申
し
述
べ
ま
す
。

昨
年
度
も
お
蔭
様
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
展
開
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

公
益
活
動
と
し
て
各
種
講
演
会
や
技
術

研
修
会
の
開
催
、
都
市
緑
化
祭
へ
の
参
加
、

到
津
の
森
公
園
で
の
環
境
整
備
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
等
々
。

特
に
昨
年
の
11
月
6
日
に
開
催
し
た
第

８
回
「
都
市
と
自
然
の
共
生
」
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、
講
師
に
鷲
谷
い
づ
み
中
央
大

学
教
授
、
伊
東
啓
太
郎
九
州
工
業
大
学
准

教
授
を
お
招
き
し
、
貴
重
な
お
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
横
矢
順
二
建
設
局

長
に
は
北
九
州
市
が
目
指
し
て
い
る
「
世

界
の
環
境
首
都
」
を
踏
ま
え
、
生
物
多
様

性
保
全
の
観
点
か
ら
事
例
を
交
え
た
、
ご

講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　
　

恒
例
と
な
り
ま
し
た
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
、
北
九
州
市
に
於
い
て
「
自
然
環

境
保
全
」
や
「
生
物
多
様
性
確
保
」
に
向

け
て
市
民
の
理
解
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い

で
す
。

さ
て
、
我
が
国
で
は
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
得
る
こ
と
が
出
来
た
教
訓
を
踏
ま

え
、
国
土
強
靭
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
地
球
温
暖
化

に
よ
る
気
候
変
動
が
進
む
今
日
、
自
然
生

態
系
の
も
つ
、
防
災
・
減
災
機
能
等
を
生

さ
ら
に
、
魅
力
的
な
都
市
景
観
の
形
成
や

来
訪
者
に
対
す
る
本
市
の
イ
メ
ー
ジ
の
向
上

を
図
る
た
め
、
市
民
・
企
業
と
の
協
働
で
、

四
季
折
々
の
花
や
花
の
咲
く
木
か
ら
な
る

「
彩
り
と
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
推

進
し
ま
す
。

５
月
に
は
「
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
」
に
あ

わ
せ
て
、
九
州
で
唯
一
の
「
Ｇ
７
北
九
州
エ

ネ
ル
ギ
ー
大
臣
会
合
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

国
内
外
か
ら
の
多
く
の
お
客
様
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
小
倉
城
周
辺
の
歴
史
的
・

文
化
的
な
資
産
を
活
か
し
た
園
路
広
場
等
の

改
良
を
行
う
な
ど
、
回
遊
性
の
あ
る
名
所
と

し
て
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
市
民
一
丸
と

な
っ
た
万
全
の
お
も
て
な
し
で
会
合
を
成
功

に
導
き
、「
世
界
の
環
境
首
都
」
を
目
指
す

本
市
の
魅
力
を
国
内
外
に
発
信
し
て
ま
い
り

ま
す
。
北
九
州
緑
化
協
会
の
皆
様
に
も
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
一
般
社
団
法
人
北
九
州
緑
化
協

会
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆

様
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
ま
す
。

か
す
「
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
」
の
考
え
方

が
、
新
し
い
社
会
資
本
整
備
と
し
て
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
自

然
環
境
が
有
す
る
多
様
な
機
能
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
持
続
可
能
で
魅
力
あ

る
国
土
づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
を
推
進
す

る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

私
共
は
、
日
頃
か
ら
「
自
然
」
や
「
緑
」

と
の
関
わ
り
の
深
い
業
種
で
あ
り
ま
す
か

ら
、
そ
の
特
性
や
日
頃
培
っ
て
き
た
技
術

力
を
十
分
に
生
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ

の
分
野
に
お
い
て
、
将
来
に
向
か
っ
て
の

社
会
的
役
割
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
も
、
美
し
い
北
九
州
市
の
都
市

景
観
の
実
現
や
潤
い
の
あ
る
生
活
空
間
を

め
ざ
す
「
都
市
緑
化
の
推
進
」
や
、
環
境

に
関
わ
る
「
都
市
と
自
然
の
共
生
」
を
テ
ー

マ
に
、
専
業
者
で
あ
る
と
の
意
識
の
も
と
、

よ
り
一
層
の
展
開
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
新
た
な
施
工
技
術
の
向
上
、
伝
統

的
造
園
技
術
の
継
承
・
発
展
や
経
営
の
合

理
化
に
向
け
た
取
り
組
み
も
一
層
強
化
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
御
指
導
・
御
支

援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

ま
す
ま
す
の
御
発
展
を
心
か
ら
お
祈
り
致

し
ま
す
。

北
九
州
市
長  

北
橋 

健
治

一
般
社
団
法
人 

北
九
州
緑
化
協
会 

会
長  

水
野 

貞
明
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「
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
」（
５
月
）に
あ
わ
せ
て
、

九
州
で
唯
一
「
Ｇ
７
北
九
州
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
臣

会
合
」
が
本
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
機

会
に
国
内
外
か
ら
の
多
く
の
お
客
様
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
小
倉
城
周
辺
魅
力
向
上
事

業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
１
）
事
業
の
目
的
と
テ
ー
マ

　

本
事
業
は
、
小
倉
城
周
辺
エ
リ
ア
に
お
い
て
、

「
北
九
州　

小
倉
な
ら
で
は
」
の
地
域
資
源
の
魅

力
を
再
発
見
し
、
磨
き
上
げ
る
こ
と
で
、
こ
の

エ
リ
ア
の
持
つ
歴
史
的
、
文
化
的
な
イ
メ
ー
ジ

を
生
か
し
た
整
備
、
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
行
い
、集
客
力
や
回
遊
性
の
あ
る
「
誰

も
が
一
度
は
、
そ
こ
を
訪
れ
て
み
た
い
」
と
思

う
観
光
・
文
化
の
名
所
と
す
る
も
の
で
す
。

（
２
）
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
視
点

　

北
九
州
市
を
訪
れ
る
「
国
内
観
光
客
」
や
「
外

国
人
旅
行
者
」及
び「
市
民
」と
い
う
３
つ
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
注
目
し
、
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

（
３
）
事
業
の
方
向
性
・
方
針

『
北
九
州
・
小
倉
の
歴
史
、
文
化
資
源
を
活
か
し

強
化

　
　

・
雑
木
林
の
活
用
に
よ
る
魅
力
的
な
空
間

づ
く
り

事
業
４
「
に
ぎ
わ
い
・
交
流
拠
点
の
整
備
」

　
　

・
勝
山
公
園
の
民
間
活
力
に
よ
る
に
ぎ
わ

い
強
化

　
　

・
平
和
を
祈
念
す
る
空
間
の
整
備

な
ど
の
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

（
５
）
勝
山
公
園
（
小
倉
城
周
辺
）

　
　
　
　
　
　
　
　

魅
力
向
上
の
取
り
組
み

　

前
記
し
た
事
業
の
う
ち
、「
小
倉
城
内
（
本
丸
、

松
の
丸
等
）
の
再
整
備
」
と
「
雑
木
林
の
活
用

に
よ
る
魅
力
的
な
空
間
づ
く
り
」
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

○
「
小
倉
城
内
（
本
丸
、松
の
丸
等
）
の
再
整
備
」

　

花
見
の
名
所
と
し
て
名
高
い
小
倉
城
の
ブ
ラ

ン
ド
価
値
を
一
層
高
め
る
た
め
、「
桜
の
城
」
と

し
て
効
果
的
な
桜
の
植
樹
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

春
の
桜
だ
け
で
な
く
、
秋
の
美
し
い
紅
葉
な
ど

四
季
の
移
り
変
わ
り
に
よ
っ
て
表
情
を
変
え
る

場
所
づ
く
り
と
し
て
、
紅
葉
な
ど
の
植
樹
も
行

い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
城
内
全
体
の
歴
史
的
魅
力

と
回
遊
性
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、「
和
」
を
意

識
し
た
再
整
備
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
城
内

に
点
在
す
る
石
碑
、
野
戦
重
砲
、
第
十
二
師
団

司
令
部
正
門
跡
な
ど
に
つ
い
て
も
再
整
備
を
行

い
、
こ
れ
に
併
せ
、
近
代
に
お
け
る
小
倉
城
の

歴
史
な
ど
も
案
内
板
で
紹
介
し
ま
す
。

○
雑
木
林
の
活
用
に
よ
る
魅
力
的
な
空
間
づ
く
り

　

中
央
図
書
館
・
文
学
館
と
松
本
清
張
記
念
館

を
つ
な
ぐ
導
線
と
し
て
位
置
づ
け
、「
文
学
」
を

テ
ー
マ
に
再
整
備
を
行
い
ま
す
。
樹
林
地
を
活

用
し
な
が
ら
、
文
学
作
品
や
俳
句
の
季
語
に
使

わ
れ
た
草
花
の
植
栽
な
ど
、
趣
の
あ
る
園
路
を

つ
く
り
ま
す
。
ま
た
草
花
に
関
連
す
る
作
品
や

作
家
の
解
説
版
、
観
光
客
や
愛
好
家
の
憩
い
の

場
と
し
て
四あ

ず
ま
や阿
な
ど
も
設
置
し
ま
す
。

（
記
：
建
設
局
公
園
緑
地
部
）

た
新
た
な
魅
力
づ
く
り
』

『
来
訪
者
の
回
遊
性
・
に
ぎ
わ
い
や
交
流
が
生
ま

れ
る
空
間
づ
く
り
』

『「
北
九
州
・
小
倉
」
な
ら
で
は
の
お
も
て
な
し
・

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
』

（
４
）
取
り
組
む
事
業
の
内
容
（
主
に
公
園
関
連
）

事
業
１
「
歴
史
資
源
の
発
掘
、
再
生
に
よ
る
集

客
拠
点
づ
く
り
」

　
　

・
小
倉
城
・
小
倉
城
庭
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
　

・
小
倉
城
大
手
門
な
ど
の
復
元
の
検
討

事
業
２
「
既
存
資
産
を
活
用
し
た
歴
史
を
感
じ

る
魅
力
空
間
づ
く
り
」

　
　

・
小
倉
城
内
（
本
丸
、
松
の
丸
等
）
の
再

整
備

　
　

・
小
倉
城
庭
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
　
　
（
樹
木
の
整
理
や
池
の
改
修
な
ど
）

事
業
３
「
北
九
州
の
文
学
と
出
会
う
空
間
づ
く
り
」

　
　

・
文
学
碑
、
万
葉
の
碑
な
ど
情
報
発
信
の

勝
山
公
園（
小
倉
城
周
辺
）

魅
力
向
上
事
業

小倉城和風オープンカフェ

紅葉計画イメージ（夜）

雑木林俯瞰写真
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11
月
6
日
㈮
、
北
九
州
国
際
会
議
場
に
お
い

て
、
第
８
回
目
と
な
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
回
は
、
中
央
大
学
の
鷲
谷
い
づ

み
教
授
、
九
州
工
業
大
学
の
伊
東
啓
太
郎
准
教

授
、
北
九
州
市
の
横
矢
順
二
建
設
局
長
の
3
名

を
講
師
と
し
て
迎
え
、
ま
ず
各
講
師
か
ら
基
調

講
演
を
い
た
だ
い
た
後
、
北
九
州
市
保
健
福
祉

局
の
東
田
倫
子
課
長
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

基
調
講
演
①
　
鷲
谷
い
づ
み
氏
「
生
態
系
イ
ン

フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
す
す
め
」

　

生
態
系
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
と
は
、

自
然
環
境
を
保
全
・
再
生
す
る
こ
と
で
多
様
な

生
態
系
サ
ー
ビ
ス
を
積
極
的
に
活
用
し
、
そ
れ

を
持
続
的
に
役
立
て
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
ア
メ
リ
カ
の
ナ

パ
川
や
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
ド
ナ
ウ
・
ア

ウ
エ
ン
国
立
公
園
で

は
、
氾
濫
原
の
再
生

が
洪
水
被
害
の
軽
減

に
役
立
て
ら
れ
て
お

ハ
ー
ド
ル
を
越
え
て

き
て
お
り
、
生
態
的

開
放
を
受
け
て
強
健

な
種
が
多
い
。
生
物

分
布
が
人
間
活
動
で

変
わ
っ
て
き
て
い
る

の
は
世
界
的
に
問
題
」

　
「
自
然
に
も
段
階
が
あ
り
、
野
性
と
家
畜
と

ペ
ッ
ト
に
例
え
ら
れ
る
。
ま
っ
た
く
手
つ
か
ず

の
物
、人
間
に
役
立
つ
よ
う
改
良
さ
れ
た
も
の
、

個
別
で
存
続
で
き
な
い
も
の
。
必
ず
ど
こ
か
に

偏
る
」

　
「
芝
生
だ
け
の
広
場
は
生
態
系
に
寄
与
し
な

い
、
緑
の
砂
漠
と
同
じ
。
生
態
系
機
能
を
組
み

込
ん
だ
デ
ザ
イ
ン
を
目
指
す
べ
き
」

　
「
子
供
に
教
え
る
際
、
外
来
種
は
悪
い
・
殺

し
て
も
い
い
、
で
は
な
く
、
生
物
同
士
の
つ
な

が
り
を
意
識
し
て
、
減
ら
す
・
取
り
除
く
、
と

い
っ
た
観
点
が
大
事
。
自
然
に
触
れ
て
生
命
倫

理
を
学
ぶ
機
会
に
」

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
緑
に
関
す
る

新
た
な
考
え
方
に
触
れ
て
見
識
を
広
げ
る
と
と

も
に
、
社
会
基
盤
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
く
べ

き
自
然
生
態
系
の
重
要
性
や
、
持
続
可
能
な
維

持
管
理
の
手
法
に
つ
い
て
考
え
る
よ
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
国
土
形
成
や
都
市
基
盤
整
備
の

あ
り
方
が
、
グ
レ
ー
か
ら
グ
リ
ー
ン
へ
、
よ
り

よ
く
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

り
、
災
害
を
自
然
の
営
み
の
一
部
と
捉
え
て
リ

ス
ク
管
理
を
行
う
こ
と
の
有
効
性
が
示
さ
れ
て

い
る
。
こ
う
い
っ
た
考
え
は
日
本
で
も
国
土
交

通
省
が
国
土
形
成
計
画
に
取
り
入
れ
、
渡
良
瀬

遊
水
地
に
お
い
て
も
湿
原
の
再
生
が
行
わ
れ
て

い
る
。
生
態
系
イ
ン
フ
ラ
に
は
防
災
・
減
災
以

外
に
も
、
生
態
系
の
深
化
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
の
活
用
、
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
提
供

な
ど
の
多
様
な
機
能
が
期
待
で
き
、
そ
の
多
様

性
と
合
わ
せ
、
環
境
負
荷
も
少
な
く
不
確
実
性

に
強
い
と
い
う
点
で
も
有
用
で
あ
り
、
従
来
の

イ
ン
フ
ラ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
よ
り
活
用
さ

れ
る
べ
き
と
考
え
る
。

基
調
講
演
②
　
伊
東
啓
太
郎
氏
「
都
市
の
生
物

多
様
性
と
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
ー
子
供

の
遊
び
、
協
働
、
自
然
再
生
の
設
計
プ
ロ
セ

ス
ー
」

　

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
設
計
に
お
い
て
は
、

対
象
を
発
展
・
変
化
す
る
も
の
と
捉
え
て
計
画

し
、
様
々
な
要
素
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
遠
賀
川
の
魚
道
公
園
で
は
護
岸
の

一
部
を
近
自
然
型
に
再
設
計
し
、
環
境
負
荷
の

少
な
い
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
た
。
夜
宮
公
園

の
巡
り
坂
池
の
再
整
備
で
は
、
都
市
化
が
進
む

に
つ
れ
て
失
っ
た
水
辺
風
景
へ
の
回
帰
を
目
指

し
た
。
ど
の
事
例
で
も
自
然
の
再
生
事
業
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
期
待
し
、
実
際
に
多
く

の
効
果
が
見
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
一
度
失
っ

た
自
然
を
再
生
す
る
の
は
困
難
で
あ
り
、
多
く

の
場
合
に
お
い
て
は
「
現
在
の
解
答
」
で
答
え

る
し
か
な
い
。
現
代
に
は
都
市
化
の
反
動
と
し

て
の
自
然
へ
の
希
求
が
あ
る
。ま
た
自
然
に
は
、

言
葉
や
文
字
で
伝
え
ら
れ
な
い
「
体
験
」
を
得

る
場
と
し
て
の
役
割
も
大
き
い
。「
自
然
資
本

宣
言
」
や
「
グ
リ
ー

ン
経
済
」
の
よ
う
に
、

経
済
発
展
と
環
境
保

全
の
両
方
の
課
題
を

同
時
に
解
決
し
よ
う

と
す
る
動
き
の
中
で
、

生
態
系
サ
ー
ビ
ス
を

環境と緑

生
か
す
デ
ザ
イ
ン
の
重
要
性
は
さ
ら
に
増
し
て

い
く
だ
ろ
う
。

基
調
講
演
③
　
横
矢
順
二
氏
「
北
九
州
市
の
グ

リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
」

　

現
在
、「
北
九
州

市
緑
の
基
本
計
画
」

を
も
と
に
、
環
境
首

都
に
ふ
さ
わ
し
い
緑

づ
く
り
を
行
っ
て
い

る
。
例
え
ば
、「
東
田

グ
リ
ー
ン
グ
リ
ッ
ド
」

で
は
緑
の
軸
の
形
成
や
生
物
多
様
性
の
創
出
を

目
指
し
た
。ま
た「
板
櫃
川
の
自
然
再
生
」で
は
、

遊
水
機
能
を
高
め
る
と
と
も
に
自
然
と
の
共
生

に
か
か
る
地
域
連
携
の
取
組
み
が
行
わ
れ
効
果

を
上
げ
て
い
る
。
ま
た
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化

に
伴
う
施
設
の
再
配
置
と
し
て
「
戸
畑
Ｄ
街
区

整
備
」
に
関
わ
る
公
園
統
廃
合
の
取
組
み
も
あ

り
、都
市
の
再
構
築
と
い
う
大
き
な
視
点
か
ら
、

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

る
。
都
市
と
緑
の
関
係
で
は
、
山
田
緑
地
に
お

い
て
「
30
世
紀
の
森
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
に

千
年
の
森
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
国
土

交
通
省
か
ら
委
託
さ
れ
「
生
物
と
の
共
生
モ
デ

ル
」
の
実
証
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
山

田
緑
地
を
拠
点
に
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
進

め
た
い
。

意
見
交
換
会

　
「
世
界
の
環
境
首
都
を
目
指
す
北
九
州
市
に

お
け
る
グ
リ
ー
ン
（
生
態
系
）
イ
ン
フ
ラ
ス
ト

ラ
ク
チ
ャ
ー
形
成
に
よ
る
持
続
的
で
魅
力
あ
る

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
次
の
よ

う
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
も
と
も
と
の
地
形
と
違
う
自
然
に
は
、
よ

り
維
持
費
が
か
か
る
。
そ
の
た
め
伝
統
的
管
理

が
行
わ
れ
て
い
た
時
代
の
生
き
物
が
姿
を
消
し

て
い
る
。
自
然
再
生
に
よ
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ

リ
ー
を
こ
こ
ろ
が
け
、
次
の
世
代
へ
の
持
続
可

能
性
を
」

　
「
外
来
種
は
そ
こ
に
至
る
ま
で
に
様
々
な

伊東啓太郎氏

東田倫子氏

横矢順二氏

鷲谷いづみ氏
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第
8
回

  「
都
市
と
自
然
の
共
生
」

　
　   

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
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10
月
18
日
㈰
、
第
39
回
北
九
州
市
都
市
緑

化
祭
に
お
い
て
、
当
協
会
も
緑
化
事
業
の
協

力
団
体
と
し
て
事
業
委
員
と
若
松
支
部
の
会

員
を
中
心
に
、
昨
年
に
引
き
続
き
「
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
で
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
」
と
い
う

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
参
加
協
力
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
の
体
験
を
通
し
て
、
緑
溢
れ
る

自
然
の
中
で
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
知
っ
て

い
た
だ
く
と
い
う
趣
旨
の
も
と
、
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
を
目
指
し
て
、
小
学
生
以
下
の
子
ど

も
さ
ん
を
対
象
と
し
た
コ
ー
ス
に
62
名
、
中

学
生
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
一
般
コ
ー
ス

そ
の
活
用
」
の
題
目
で
樹
木
医
で
あ
ら
れ
る

（
公
財
）
福
岡
市
緑
の
ま
ち
づ
く
り
協
会
の

西
川
誠
二
郎
氏
の
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

街
路
樹
診
断
の
必
要
性
、
診
断
方
法
、
さ
ら

に
は
成
果
と
福
岡
市
で
の
取
り
組
み
を
解
り

や
す
く
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。
適
切
な
樹

木
診
断
に
よ
る
危
険
木
の
把
握
、
対
応
に
よ

り
倒
伏
事
故
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が

可
能
に
な
る
事
実
に
大
き
な
興
味
が
注
が
れ

る
講
義
と
な
り
ま
し
た
。

　

続
き
ま
し
て
国
土
交
通
省
国
土
技
術
政
策

総
合
研
究
所　

緑
化
生
態
研
究
室
主
任
研
究

官　

飯
塚
康
雄
氏
に
よ
る
特
別
講
話
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
最
後
に
は
、
高
所
樹
上
作
業
と
し

て
の
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
実
地
研
修
を
行

い
ま
し
た
。
講
師
に
は
、
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
研
究
会
の
代
表　

喜
田
賢
太
氏
を
迎
え

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
模
様
の

中
で
の
実
地
研
修
と
な
り
ま
し
た
が
、
ロ
ー

プ
を
使
用
し
た
ツ
リ
ー
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
て

行
う
高
所
樹
上
作
業
を
体
験
す
る
非
常
に
有

意
義
な
実
地
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

に
は
40
名
の
方
々
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
後
も
様
々

に
こ
の
よ
う
な

地
域
貢
献
活
動

を
続
け
て
い
く

こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

の
片
付
け
な
ど
会
員
企
業
か
ら
な
る
総
勢
48

人
が
、
日
頃
か
ら
鍛
え
た
手
際
の
よ
い
作
業
で

「
樹
冠
の
世
界
」
や
「
郷
土
の
森
林
」
一
帯
を

き
れ
い
に
し
ま
し
た
。

　

今
年
で
８
回
目
と
な
る
「
到
津
の
森
公
園
」

環
境
整
備
活
動
を
小
雪
の
舞
う
２
月
16
日
㈫

に
行
い
ま
し
た
。
伸
び
た
ツ
タ
類
の
刈
り
取

り
、
繁
茂
し
た
枝
葉
の
剪
定
、
台
風
被
害
木
等

　

11
月
17
日
㈫
、
到
津
の
森
公
園
に
お
き
ま

し
て
公
共
樹
木
（
街
路
樹
等
）
診
断
研
究
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
に
は
、
「
大
径
木
化
時
代
の
街
路

樹
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
題
目
で
講
師

に
樹
木
医
で
あ
る
千
葉
大
学
園
芸
学
部
特
任

助
教　

細
野
哲
央
氏
を
迎
え
講
義
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
樹
木
の
リ
ス
ク
管
理
と
し
て
、
い

く
つ
か
の
事
例
、
判
例
を
も
と
に
求
め
ら
れ

る
リ
ス
ク
管
理
、

適
切
な
リ
ス
ク
管

理
を
提
示
し
て
頂

き
ま
し
た
。
公
園

緑
地
に
携
わ
る
私

達
に
と
り
ま
し
て

は
そ
の
リ
ス
ク
と

向
き
合
う
こ
と
の

大
切
さ
を
認
識
さ

せ
ら
れ
る
講
義
と

な
り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、

「
福
岡
市
の
街
路

樹
診
断
の
結
果
と

環境と緑　平成 27 年度　　　公益活動報告（平成 27 年 4 月～平成 28 年 3 月）
  

都
市
緑
化
祭
出
展
協
力

  

公
共
樹
木
（
街
路
樹
等
）
診
断
研
修
会

「
到
津
の
森
公
園
」
環
境
整
備
支
援
活
動

講義の様子

実地研修（ツリークライミングによる高所診断・治療）

細野哲央氏 西川誠二郎氏 飯塚康雄氏 喜田氏（左）と野田氏（右）

岩野園長

樹冠の世界

郷土の森林
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グ
ッ
ド
ニ
ュ
ー
ス

グ
ッ
ド
ニ
ュ
ー
ス

グ
ッ
ド
ニ
ュ
ー
ス　

当
協
会
員
の
小
松

奈
津
子
氏
（
㈱
西
日

本
緑
化　

代
表
取
締

役
）
が
「
第
8
回
『
北

九
州
技
の
達
人
』」

に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

　
『
北
九
州
技
の
達

人
』
と
は
、
北
九
州

市
に
お
い
て
、
長
年

に
わ
た
り
技
能
の
研

鑽
、
後
進
の
育
成
に

努
め
、
優
れ
た
技
能

で
産
業
振
興
や
市
民

生
活
の
向
上
に
貢
献

し
て
い
る
技
能
者
と
し
て
認
定
さ
れ
る
も
の
で
、
小

松
氏
は
樹
木
医
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
当
協
会

で
は
、
水
野
貞
明
氏
（
㈱
水
野
文
化
園
代
表
取
締
役
）

が
「
第
6
回
『
北
九
州
技
の
達
人
』」
に
認
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

小
松
氏
は
、
樹
木
医
の
他
ビ
オ
ト
ー
プ
施
工
管
理

士
や
自
然
再
生
士
な
ど
の
資
格
も
取
得
さ
れ
て
お
り
、

会
社
経
営
に
、
ま
た
緑
に
関
す
る
各
分
野
の
専
門
家

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
心
よ
り
期
待
し
ま
す
。

※
活
躍
の
様
子
は
、
Ｒ
Ｋ
Ｂ
毎
日
放
送
『
開
け
!!
キ

タ
キ
ュ
ウ
人
図
鑑
（
平
成
27
年
6
月
13
日
放
送
）』

で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

当
協
会
員 
小
松
奈
津
子
氏
が

『
北
九
州
技
の
達
人
』に

　
　
　
　
　
認
定
さ
れ
ま
し
た
!!

　

建
設
局
公
園
緑
地
部
緑
政
課
の
垣

田
菜
美
で
す
。出
身
は
愛
媛
県
の
田

舎
で
海
と
山
に
囲
ま
れ
た
大
自
然
の

中
で
育
ち
ま
し
た
。大
学
は
鹿
児
島

大
学
で
、と
き
ど
き
降
っ
て
く
る
桜

島
の
火
山
灰
を
浴
び
な
が
ら
も
4
年

間
楽
し
く
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

　

私
は
、健
康
に
は
と
て
も
自
信
が

あ
り
ま
す
。小
・
中
学
校
で
は
皆
勤
賞

を
と
り
ま
し
た
。現
在
は
一
人
暮
ら

し
の
た
め
、栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
気
を

遣
っ
た
食
生
活
を
心
が
け
、健
康
な

体
を
維
持
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

趣
味
は
、私
の
大
好
き
な
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
あ
る「
ミ
ニ
オ
ン
」の
オ
リ

ジ
ナ
ル
作
品
を
作
る
こ
と
で
す
。最

近
で
は
、カ
レ
ン
ダ
ー
や
ア
ク
セ
サ

リ
ー
を
作
り
ま
し
た
。趣
味
で
あ
り

な
が
ら
も
、こ
の
よ
う
な
創
作
活
動

は
こ
だ
わ
り
が
強
く
で
て
し
ま
う
た

め
、仕
事
と
同
じ
く
ら
い
真
剣
に
取

り
組
み
ま
す
。３
月
に
は
、「
ミ
ニ
オ

ン
ズ
ラ
ン
」と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
グ

リ
ー
ン
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
る
と
聞

き
、す
ぐ
さ
ま
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し

た
。今
か
ら
と
て
も
楽
し
み
に
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
は
新
規
採
用
職
員
な
の
で
、ま

だ
十
分
に
仕
事
を
こ
な
せ
て
い
る
と

は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。特
に
私
が
苦

労
し
て
い
る
こ
と
は
、人
に
物
事
を

う
ま
く
説
明
す
る
こ
と
で
す
。仕
事

上
、上
司
に
報
告
し
た
り
、市
民
に
説

明
し
た
り
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、相
手
に
な
か
な
か
理
解
し
て
も

ら
え
な
い
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

そ
の
原
因
は
、自
分
自
身
が
内
容
を

き
ち
ん
と
把
握
し
て
い
な
い
こ
と

だ
と
考
え
た
の
で
、ま
ず
は
自
分
自

身
が
内
容
を
き
ち
ん
と
理
解
し
、５

Ｗ
１
Ｈ
を
徹
底
し
て
内
容
を
整
理
し

て
、報
告
や
説
明
を
す
る
よ
う
に
心

が
け
て
い
ま
す
。ま
た
、私
に
は
業
務

に
関
す
る
知
識
が
足
り
な
い
と
い
つ

も
感
じ
て
い
た
た
め
、少
し
で
も
業

務
に
関
す
る
知
識
を
つ
け
よ
う
と
思

い
、最
近
で
は
自
分
で
ル
ー
ル
を
つ

く
り
、職
場
の
誰
よ
り
も
早
く
出
勤

し
、朝
の
時
間
を
有
効
に
利
用
し
て

い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
あ
り
ま
す

が
、早
く
一
人
前
の
職
員
に
な
っ
て
、

自
信
を
持
っ
て
業
務
に
励
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
精
一
杯
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

造
園
業
に
携
わ
り
、
20
年
と
い
う
節
目
の
年
に
独
立
の

夢
が
叶
い
ま
し
た
。

　

昨
年
の
7
月
、
元
協
会
員
の
㈲
平
山
苓
州
園
様
の
ご
厚

意
に
よ
り
、
事
業
継
承
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
心
機
一
転

の
決
意
で
㈱
み
ら
い
を
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
一
年
は
、
私
一
人
の
力
や
能
力
が
い
か

に
非
才
な
も
の
で
あ
る
か
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
、改
め
て「
お

陰
様
」
と
い
う
言
葉
の
持
つ
意
味
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
年

で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
御
恩
返
し
の
気
持
ち
で
、
微
力
な
が
ら

造
園
業
界
の
皆
様
に
貢
献
出
来
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

そ
し
て
何
よ
り
も
、
職
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
誇
り

を
持
ち
、
額
に
汗
し
、
お
客
様
に
感
謝
さ
れ
る
仕
事
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
諸
先
輩
方
か
ら
学
ば
せ
て
頂
い
た
知
恵
や
優
れ

た
技
法
を
次
の
世
代
に
し
っ
か
り
引
き
継
げ
る
よ
う
、
努

力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
園
整
備
、
公
園
除
草
に
街
路
樹
剪
定
、
個
人
邸
等
の

庭
園
管
理
、「
き
れ
い
に
な
っ
た
ね
。
有
難
う
。」
の
言
葉

を
い
た
だ
い
た
時
の
無
上
の
喜
び
が
日
々
の
糧
で
す
。

　

当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
初
心
を
忘
れ
ず
、
お
ご
ら

ず
、
謙
虚
な
心
を
持
ち
続
け
る
人
間
で
あ
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
ご
支
援
く
だ
さ
っ
た
皆
様
方
に
、
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
も
叱
咤
激
励
を
賜
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

緑
に
携
わ
る
皆
様
方
に
、
明
る
い
「
み
ら
い
」
が
あ
り

ま
す
よ
う
に
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

次
世
代
を
担
う
経
営
者
た
ち

㈱
み
ら
い

代
表
取
締
役

　
　
安
本
　
浩
喜

初めまして
「○○」です

（市職員の横顔）

建設局公園緑地部緑政課

　　　垣田　菜美さん

（５）平成 28 年４月１日 第 48 号



平成 27 年度　協会活動報告

講
師
を
迎
え
開
催
す
る
。会
員
企
業
の
社
員
な
ど
約

30
名
が
受
講
し
た
。

（
技
術
委
員
会
）

３
月
～　
　
「
樹
木
医
試
験
受
験
対
策
講
習
会
」を
開
催
。

　
　
　
　
　

※
７
月
の
筆
記
試
験
ま
で
計
10
～
15
回
程
度
の
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。興
味
の
あ
る
方
は
、途
中

か
ら
で
も
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。（青

年
部
・
技
術
委
員
会
）

　

平
成
25
年
度
よ
り
継
続
し
て
い
る
目
串
づ
く
り
も
順
調
に
進

ん
で
い
る
。青
年
部
で
行
う
切
り
出
し
・
加
工
の
作
業
が
、造
園
資

材
に
な
り
障
害
者
福
祉
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

（
青
年
部
）

　

広
報
紙「
み
ど
り
北
九
州
48
号
」の
編
集
作
業
を
行
っ
た
。

　

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
検
討
、更
新
作
業
を
行
っ
た
。

（
広
報
委
員
会
）

　

そ
の
ほ
か「
第
20
回
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
事
業
」

及
び「
エ
コ
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
２
０
１
５
事
業
」へ
協
賛
す
る
。

〈
平
成
27
年
〉

グラウンドゴルフ大会 総　会

総会　永年勤続表彰式（緒方氏）

〈
年  

間
〉

５
月
17
日　

親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
合
馬
竹
林
公
園

で
会
員
企
業
か
ら
の
参
加
者
46
名
で
開
催
す
る
。

 

（
事
業
委
員
会
）

６
月
10
日　

定
時
総
会
を
響
灘
緑
地
研
修
館
で
開
催
す
る
。

　
　
　
　
　

平
成
26
年
決
算
及
び
平
成
27
年
予
算
が
承
認
さ
れ
た
。

 

ま
た
平
成
27
ー
28
年
度
の
役
員
が
選
出
さ
れ
る
。

 

（
総
務
財
政
委
員
会
）

10
月
18
日　

都
市
緑
化
祭
に「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
」を
出
展
す
る
。

　
　
　
　
　

市
民
の
参
加
者
は
大
人
と
子
供
で
１
０
２
名
が
遊
ぶ
。

（
事
業
委
員
会
）

11
月
６
日　

第
８
回「
都
市
と
自
然
の
共
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を

北
九
州
国
際
会
議
場
で
鷲
谷
い
づ
み
中
央
大
学
教

授
ほ
か
を
講
師
に
迎
え
開
催
す
る
。一
般
市
民
18
名

を
含
む
99
名
が
参
加
し
た
。

 

（
総
務
財
政
委
員
会
）

11
月
17
日　
「
公
共
樹
木（
街
路
樹
等
）診
断
研
修
会
」を
到
津
の

森
公
園
で
細
野
哲
央
千
葉
大
学
特
任
助
教
ほ
か
を

講
師
に
迎
え
開
催
す
る
。市
職
員
21
名
を
含
む
61
名

が
参
加
し
た
。

 

（
技
術
委
員
会
）

１
月
20
日　
「
新
春
み
ど
り
の
集
い
」を
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル

小
倉
で
今
永
博
副
市
長
ほ
か
の
来
賓
を
迎
え
参
加

者
98
名
で
開
催
す
る
。

（
総
務
財
政
委
員
会
）

２
月
16
日　
「
到
津
の
森
公
園
」環
境
整
備
活
動（
樹
木
剪
定
、枯

損
木
撤
去
な
ど
）を
会
員
企
業
か
ら
48
名
が
参
加
し

て
行
う
。

（
事
業
委
員
会
）

３
月
16
～　
「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
り
扱
い
の
特
別
教
育
」を
響
灘

緑
地
研
修
館
で
重
機
メ
ー
カ
ー
教
習
セ
ン
タ
ー
の

17
日

・ 

有
機
物
を
分
解
す
る
酵
素
を
持
つ
の
は
主
に
微
生
物
で

あ
り
、シ
ロ
ア
リ
や
ミ
ミ
ズ
の
よ
う
な
土
壌
動
物
は
消
化

酵
素
の
多
く
を
微
生
物
に
頼
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

・ 

シ
ロ
ア
リ
は
後
腸
が
大
き
く
発
達
し
て
お
り
、内
部
に
原

生
生
物
や
細
菌
を
共
生
さ
せ
、分
解
さ
れ
に
く
い
有
機
物

を
利
用
し
て
い
る
。

・ 

一
方
ミ
ミ
ズ
は
、土
壌
と
と
も
に
微
生
物
を
消
化
管
に
取

り
込
む
。消
化
管
の
な
か
に
は
微
生
物
の
餌
に
な
る
水
分

や
有
機
物
が
充
分
あ
り
、土
壌
よ
り
も
栄
養
条
件
が
良
い

た
め
に
、微
生
物
は
盛
ん
に
活
動
す
る
。

・ 

ミ
ミ
ズ
は
微
生
物
が
酵
素
に
よ
っ
て
分
解
し
た
有
機
物

を
腸
か
ら
吸
収
す
る
こ
と
で
、微
生
物
に
与
え
た
餌
よ
り

多
く
の
見
返
り
を
受
け
た
う
え
、不
必
要
な
も
の
は
糞
と

し
て
排
泄
す
る
。

・ 

土
壌
動
物
は
、微
生
物
に
比
べ
る
と
体
が
大
き
く
力
持
ち

な
の
で
、ミ
ミ
ズ
は
有
機
物
を
粉
砕
し
て
表
面
積
を
増
や

し
、微
生
物
に
と
っ
て
利
用
可
能
に
す
る
役
割
を
す
る
。

・ 

ま
た
、消
化
管
内
に
外
の
土
壌
と
異
な
る
環
境
を
持
っ
た

り
、糞
や
坑
道
に
よ
っ
て
土
壌
環
境
そ
の
も
の
を
変
え
た

り
し
て
、微
生
物
に
よ
る
分
解
に
影
響
を
与
え
る
。こ
の

影
響
は
個
体
の
寿
命
を
超
え
て
、数
年
以
上
に
わ
た
る
。

・ 

ま
た
、微
生
物
を
直
接
食
べ
る
小
さ
な
動
物
が
加
わ
る
こ

と
で
、枯
死
有
機
物
と
微
生
物
だ
け
で
で
き
て
い
る
場
合

と
比
べ
る
と
微
生
物
間
の
競
争
関
係
が
変
化
す
る
。

・ 

微
生
物
は
土
壌
中
の
栄
養
塩
も
吸
収
し
利
用
す
る
が
、捕

食
に
よ
っ
て
微
生
物
が
減
ら
さ
れ
た
結
果
、動
物
か
ら
排

泄
さ
れ
る
栄
養
塩
が
微
生
物
に
独
占
さ
れ
ず
に
植
物
に

も
利
用
可
能
に
な
る
。

・ 

こ
の
よ
う
に
土
壌
で
栄
養
塩
の
し
く
み
を
知
る
に
は
、多

く
の
種
が
関
係
す
る
ゆ
る
や
か
な
共
生
関
係
を
調
べ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　
土
壌
動
物
と
微
生
物

20

新春みどりの集い

〈
平
成
28
年
〉
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印
刷
・
製
本
：
株
式
会
社
マ
ツ
モ
ト

　はじめての試みである、４月発行
はいかがでしたでしょうか。
　年２回の発行から１回へ変更す

るにあたり、元日発行にするか、４月発行にするかを協
議し、全てにおいて一区切りつく４月を選びました。
　日本中を驚かせた何十年に一度の大雪も、もはや
夢だったかのような、桜舞い散る春爛漫の景色。さぁ
心機一転！今年度もがんばりましょう！

編集後記

支部 商　　号 所　在　地 ＴＥＬ
ＦＡＸ

門　

司

九州環境土木（株） 800-0112
門司区大字畑 46

481-3484
481-3483

（有）西新緑地建設 800-0114
　〃　吉志 5-12-10

481-5467
481-5476

（有）豊西緑地開発 801-0823
　〃　春日町 25-24

341-3456
342-1111

（有）松本造園建設 801-0811
　〃　大字大積 666-8

341-1501
341-1502

（株）水野文化園 800-0112
　〃　大字畑 46

481-4600
481-4680

（株）門司造園 800-0101
　〃　大字伊川 504-9

481-2918
481-2630

（有）門司緑地土木 800-0101
　〃　大字伊川 504-1

481-1897
481-1993

小
倉
北

（株）青葉造園 802-0023
小倉北区下富野 5-1-3

522-0234
533-7922

（有）アートグリーン 802-0033
　  〃　  富野台 11-8

533-3735
452-1340

朝日工産（株） 803-0853
　  〃　 高尾 1-38-5

592-4910
592-4261

内山緑地建設（株）北九州支店 803-0841
　  〃　 清水 1-12-15

581-2741
571-5392

（株）梅田造園土木 803-0861
　  〃　 篠崎 3-22-5

592-0516
592-0520

北九州東部緑地管理（株） 803-0814
　  〃　 大手町 5-23

591-1487
591-1489

（株）九州造園 802-0026
　  〃　 大畠 2-10-1

531-6121
531-6123

（株）九州緑化産業北九州支店 803-0856
　  〃　 弁天町 5-8

561-9027
561-9208

（株）西日本緑化 803-0836
　  〃　 中井 3-3-15-107

581-4128
561-5476

（有）緑地管理中山工房 803-0835
　  〃　 井堀 5-3-3-202

653-4152
613-0447

小
倉
南

青葉緑地建設（株） 802-0826
小倉南区横代南町 3-12-15

962-6175
962-6904

（株）環境造園 800-0207
　  〃　 沼緑町 1-19-15

471-6390
472-4070

（有）協同造園土木 800-0207
　  〃　 沼緑町 1-8-75

473-1509
473-3911

（有）グリーンカンパニー 800-0228
　  〃　 長野 1-8-22

474-5677
474-5733

小倉造園（株） 802-0821
　  〃　 横代北町 5-22-36

962-1136
962-1046

（有）小倉南緑地 802-0979
　  〃　 徳力新町 1-15-23

963-0769
961-5649

総合緑地建設（株） 803-0261
　  〃　 大字合馬 301

453-1678
453-1677

（有）林造園 803-0261
　  〃　 大字合馬 981

451-1876
451-1819

（有）日浦緑地建設 800-0201
　  〃　 上吉田 5-18-14

473-5296
473-5256

豊州造園建設（株） 800-0242
　  〃　 津田 5-9-24

473-6967
473-8084

（株）みらい 800-0222
　  〃　 中曽根 3-7-32

472-5999
472-4999

（株）守恒造園建設 802-0986
　  〃　 志井鷹羽台 4-3

962-4211
962-4272

山本興業（有） 803-0261
　  〃　 大字合馬 234-1

451-2312
451-2312

東
戸

（株）グリーンニッポ 805-0017
八幡東区山王 3-14-28

662-3201
671-1423

菅原造園建設（株） 804-0094
戸畑区天神 2-2-21

883-1120
883-1121

眞矢造園 804-0032
　〃　西大谷 1-5-7

881-0711
881-0770

掲示板 緑について気軽にご相談ください。
　　一般社団法人北九州緑化協会

　　　　TEL:093-654-1233

　本誌「みどり北九州」第48号を作成しました。
本誌は自然環境の改善や緑化の推進を目的とす
る当協会活動や北九州市の公園・緑化事業に関

する情報発信のため発行しています。今号から年１回４月に配
布することになりました。
　また当協会では、ホームページを開設しています。「北九州
緑化協会」で検索いただくとトップに出てきます。「樹木医か
らの一言」、「花のコーナー」や協会活動報告などをのせており、
バックナンバーで検索すると本誌「みどり北九州」など一連の
これまでの内容がご覧いただけます。　　（広報委員会より）
　青年部では、各社の代表となる方や主力となる若手社員の方
を中心に活動しています。新しい方のご参加をいつでもお待ち
しています。　　　　　　　　　　　　　　　（青年部より）

支部 商　　号 所　在　地 ＴＥＬ
ＦＡＸ

八
幡
南

（有）岡野造園土木 807-0845
八幡西区永犬丸南町 2-13-38

613-3804
611-2952

（有）河村造園 807-1153
　  〃　 岩崎 4-1-34

618-7170
618-7515

（株）後藤緑化建設 807-1143
　  〃　 楠橋南 2-11-19

618-5384
618-6707

（有）サン緑化 807-1114
　  〃　 吉祥寺町 7-40

618-1567
618-4684

（有）田代造園 807-1262
　  〃　 野面 740-1

617-1792
617-4518

東洋緑地（株） 807-0854
　  〃　 泉ケ浦 2-22-41

883-8972
883-8855

（株）中川碧水造園 807-1125
　  〃　 池田 2-1-3

618-0822
618-6101

平方晴宏園 807-0075
　  〃　 下上津役 3-20-24

612-5677
612-5701

八
幡
北

（有）医生ケ丘産業 807-0803
　  〃　 千代ケ崎 3-1-6

601-8688
601-5338

（株）折園 807-0863
　  〃　 大膳 1-14-22

601-1528
691-3063

（株）九州緑化建設 806-0055
　  〃　 幸神 4-4-3

642-1267
641-0859

古賀造園 807-0806
　  〃　 御開 3-1-5

601-0495
601-9574

（有）清水造園 806-0047
　  〃　 鷹の巣 2-6-30

631-0694
631-0703

（有）千成造園土木 807-0875
　  〃　 浅川台 1-8-1

603-8050
603-8071

（有）寺門六香園 806-0046
　  〃　 森下町 17-1

641-2094
641-2097

野間口造園 807-0831
　  〃　 大字則松 248-1

603-3826
603-3877

（有）古門造園 806-0011
　  〃　 紅梅 4-6-5

622-4087
622-4088

（有）山代造園土木 807-0852
　  〃　 永犬丸西町 2-1-10

693-9718
693-9706

（有）渡辺造園 807-0826
　  〃　 丸尾町 11-3

602-8336
602-8362

若　

松

遠藤土木（株） 808-0142
若松区青葉台南 2-4-14

742-0331
742-0332

（株）オーエヌグループ 808-0121
　〃　大字竹並 3037

741-0648
742-0370

岡崎造園（有） 808-0001
　〃　小石本村町 2-1

771-9255
771-8580

荻迫緑化 808-0146
　〃　高須西 2-6-17

741-6816
741-6819

（有）三司緑化建設 808-0106
　〃　片山 1-2-33

701-1565
791-7955

（株）三宮造園土木 808-0104
　〃　畠田 3-4-12

701-0422
791-9223

（有）洞北緑地建設 808-0133
　〃　大鳥居 14-2

741-1820
741-1848

日本緑営（株） 808-0104
　〃　大字畠田 943-1

791-0440
791-0441

（有）平和造園 808-0001
　〃　小石本村町 1405-2

761-2298
761-7798

賛助会員
商　　号 所　在　地 ＴＥＬ

ＦＡＸ

（株）成光社 803-0844
小倉北区真鶴 1-8-31

561-1821
561-1820

総合園材（株） 802-0804
小倉北区若富士町 7-6（北九州事務所）

951-8850
951-8880

日本乾溜工業（株）北九州本社営業部 806-0046
八幡西区森下町 27-36

631-0237
622-2357

一般社団法人  北九州緑化協会　会員名簿
正会員（平成 28 年３月３日現在）
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